
第８８１回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２８年６月１４日（火）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８８０回教育委員会会議録の承認について

４ 第８８１回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 教育長報告

（１）平成２９年度使用教科用図書採択基準等について （義 務 教 育 課）

（２）「宮城県公立高等学校入学者選抜試験」制度に対する請願について （高 校 教 育 課）

（３）東日本大震災の学校と児童生徒の被害に関する請願について （スポーツ健康課）

６ 専決処分報告

（１）第３５６回宮城県議会議案に対する意見について （総 務 課）

７ 議 事

第１号議案 高等学校入学者選抜審議会委員の人事について （高 校 教 育 課）

第２号議案 宮城県スポーツ推進審議会委員の人事について （スポーツ健康課）

第３号議案 宮城県図書館協議会委員の人事について （生 涯 学 習 課）

８ 課長報告等

（１）第３回宮城県教育振興審議会の開催概要について （教 育 企 画 室）

（２）「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」の開催について （義 務 教 育 課）

（３）平成２８年３月高等学校卒業者の就職内定状況について （高 校 教 育 課）

（４）平成２９年度県立中学校入学者選抜方針及び概要について （高 校 教 育 課）

（５）宮城第一高等学校第二グラウンド整備に係る用地取得について （施 設 整 備 課）

（６）平成２９年度全国高等学校総合体育大会（南東北インターハイ）宮城県実

行委員会第２回総会の開催結果概要について （全国高校総体推進室）

（７）第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７）第２回宮城県実

行委員会の開催結果概要について （全国高校総合文化祭推進室）

（８）第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７）開催１年前イベ

ント国際コンサートについて （全国高校総合文化祭推進室）

９ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）宮城県美術館特別展「ぐりとぐら展」 （生 涯 学 習 課）

（３）東北歴史博物館特別展「アンコール・ワットへのみち」 （文化財保護課）

１０ 次回教育委員会の開催日程について

１１ 閉 会 宣 言



教育長報告（１）

平成２９年度使用教科用図書採択基準等について

特別支援学校及び特別支援学級において，学校教育法附則第９条の規定に基づ

く平成２９年度に使用する教科用図書について，その採択の適正な実施を図るた

め，教科書の採択に係る基本方針平成２９年度使用教科用図書採択基準等を定め，

市町村教育委員会及び採択地区協議会等の行う採択に関する事務に関し，適切な

指導，助言等に取り組んでいくこととする。

１ 教科書の採択に係る基本方針及び平成２９年度使用教科用図書採択基準等

（１）別紙「教科書の採択に係る基本方針」のとおり

（２）別紙「平成２９年度使用学校教育法附則第９条の規定による教科用図書

（一般図書）採択基準」のとおり

別冊「平成２９年度使用学校教育法附則第９条の規定による教科用図書

（一般図書）選定資料」

２ 宮城県教科用図書選定審議会関係

（１）諮問事項

特別支援学校及び特別支援学級において，平成２９年度に使用する教

科用図書（学校教育法（昭和２２年法律第２６号）附則第９条の規定に

基づく教科用図書）の採択基準及び選定資料並びにその他指導助言等に

関する事項

（２）経緯

・平成２８年４月２７日 宮城県教科用図書選定審議会への諮問

・ 〃 ６月 １日 同審議会から答申

・ 〃 ６月 ６日 市町村教育委員会及び採択地区協議会，県立特別

支援学校等に通知

・ 〃 ７月２５日 宮城県立特別支援学校教科用図書採択検討会議で

協議

・ 〃 ８月 定例教育委員会で報告，採択
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教科書の採択に係る基本方針

宮城県教育委員会

教科書は，教育課程の構成に応じて組織配列された教科の主たる教材として全ての

児童生徒が用いるものであり，教育上極めて重要な意義をもつことを踏まえ，下記の

方針により，別に定める採択基準等に基づいて教科書の採択にあたるものとする。

記

１ 教育基本法や学校教育法に示された教育の目標を踏まえるとともに，学習指導要

領が掲げる「生きる力」をはぐくむという理念に沿った教科書を採択すること。

２ 宮城県教育振興基本計画で示された「目指す姿」等を踏まえるとともに，各採択

地区の自然や文化等の諸条件及び学校の特色や実態を考慮して，児童生徒に適した

教科書を採択すること。

３ 採択の手続き等は，法令等の趣旨や内容に基づいて適切に進めるとともに，教科

書の十分な調査研究の結果を踏まえて，適正かつ公正に行うこと。

４ 教科書の選定の過程においては，保護者等の意見が反映されるように配慮し，開

かれた採択の推進に努めること。

５ 各採択権者は，静ひつな採択環境の確保に努めるとともに，採択結果及び採択理

由等を積極的に周知・公表するなど，透明性の一層の向上を図ること。
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平成２９年度使用

学校教育法附則第９条の規定による教科用図書（一般図書）採択基準

【特別支援学校及び特別支援学級】

１ 記述内容に関すること

（１）学習指導要領に示されている教科等の目標を的確に反映しているか。

（２）県教育委員会の「学校教育の方針と重点」の趣旨の実現に対応しているか。

（３）社会適応能力の向上を図り，自立や社会参加を促す配慮がなされているか。

（４）様々な体験活動を促し，自己を生かせる生き方や進路を考えられるものか。

（５）内容や資料に偏りがなく，資料の出所，出典が明示されているか。

２ 組織と配列に関すること

（１）内容が組織的，系統的に配列され，学習の効果が上がるように配慮されているか。

（２）分量と区分が適切であるか。

（３）季節や行事等との関連が考慮されているか。

（４）児童生徒の生活や地域の実態に広く対応できるか。

３ 学習と指導に関すること

（１）児童生徒の障害の状態や発達の段階，特性等に応じているか。

（２）基礎的能力を養ったり，発展的な学習に取り組んだりできるように配慮されている

か。

（３）興味や関心を喚起するように工夫されているか。

（４）他の教育活動との関連が考慮されているか。

（５）内容がより理解できるような挿絵，図表，写真等が示されているか。

４ 表現と体裁等に関すること

（１）児童生徒が親しみや魅力を感じ，多様な感覚を活用するよう配慮されているか。

（２）表記，表現が適切であるか。

（３）活字の大きさや字形は適切で，色彩，印刷は鮮明で見やすいか。

（４）図表等の大きさや配置，レイアウトやバランスが適切であるか。

（５）製本は体裁がよく堅ろうであり，安全や環境への配慮がなされているか。
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第３５６回宮城県議会議案に対する意見について 

 

 平成２８年６月宮城県議会に提案される下記の予算議案及び予算外

議案について，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年

法律第１６２号）第２９条の規定により知事から意見を求められたので，

教育長に対する事務の委任等に関する規則（昭和３１年宮城県教育委員

会規則第１２号）第３条第１項の規定により平成２８年６月６日専決処

分し，異議のない旨回答した。よって同条第２項の規定により報告する。 

 

記 

 予算議案 

  ・平成２８年度宮城県一般会計補正予算 

 予算外議案 

・黒川郡富谷町を富谷市とすることに伴う関係条例の整理に関する

条例 

  ・県立学校条例の一部を改正する条例 

・自然の家条例の一部を改正する条例 

・財産の処分について（旧宮城県米山高等学校用地） 

・工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎等災害復

旧工事（その一）） 

・工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎等災害復

旧工事（その二）） 

・工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎等災害復

旧工事（その三）） 

・専決処分の承認を求めることについて（調停案の受諾及び損害賠

償の額の決定） 

・専決処分の承認を求めることについて（調停案の受諾及び損害賠

償の額の決定） 

 

平成２８年６月１４日提出 

 

           宮城県教育委員会教育長  髙 橋  仁 

専決処分報告(１) 
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１　補正予算の概要

２　事業の概要

３　債務負担行為（新規）

美術館企画展観覧料収入分配金

企画展の開催に当たり,共催者へ負担金を支払うもの。

企画展の開催に当たり,共催者へ観覧料収入分配金を支払うもの。

4,000

H28.7～H30.3 32,000

行政管理運営費

平成２８年熊本地震に対する職員の派遣に要する経費

【従事業務の主な内容】
公立学校等における児童生徒の心のケア

【派　 遣　 期　 間】
平成２８年５月１２日～平成２９年３月３１日

補 正 額

[D-A]

H28.7～H30.3

事 業 概 要 等

美術館企画展開催費負担金

現計予算額[B] ６月補正額[C] 計[B+C]=[D] [D/A]

単位：千円

期 間 限 度 額

財 源

212,570,092 215,224,628 8,393 215,233,021

事 業 概 要 等

101.3%

第３５６回宮城県議会（定例会）提出予算議案の概要
～平成２８年度６月補正予算の概要（教育庁関係分）～

8,393

単位：千円

単位：千円

8,393

一財

平成27年度 平成28年度

2,662,929

比較

６月現計予算額[A]
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第３５６回宮城県議会（定例会）提出予算外議案の概要（教育庁分） 

 

 

 

議第 171 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議第 183 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議第 184 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
黒川郡富谷町を富谷市とすることに伴う関係条例の整理

に関する条例 

○主な内容 

町の名称を市の名称に改める 

  

も黒川郡富谷町を富谷市とすることに伴い，所要の改正を行おう

とするもの                             

もも施行も市とする処分が効力を生ずる日 

もも所管も人事課，市町村課，自然保護課，社会福祉課，道路課， 

     下水道課，公営事業課，高校教育課，警察本部 

県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

も東日本大震災により被害を受けた者に係る入学金等の免除の

期間を延長するため，所要の改正を行おうとするもの 

もも施行も公布の日 

もも所管も高校教育課 

○主な内容 

も東日本大震災により被害を受けた者に係る入学金等の免除の期間を

平成２９年度まで延長 

自 然 の 家 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

も使用料等について，所要の改正を行おうとするもの 

もも施行も規則で定める日 

もも所管も生涯学習課 

○主な内容 

も宮城県松島自然の家に新設する運動場及びコテージを項目に追加 

-4-



 

 

議第 189 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議第 197 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議第 198 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財産の処分について（旧宮城県米山高等学校用地） 

あ旧宮城県米山高等学校用地を処分することについて，地方自 

治法の定めるところにより，議会の議決を受けようとするもの 

  所管 施設整備課 

〇処分しようとする財産の所在地 登米市米山町中津山字筒場埣 

２１５番外５筆 

○処 分 し よ う と す る 財 産 土地 48,117.39 ㎡ 

○処 分 金 額 288,900,000 円 

○処 分 の 相 手 方 登米市 

工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎 

等災害復旧工事（その１）） 

あ請 負 金 額 あ 1,345,140,000 円 

●契約の相手方 あ 株式会社橋本店 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ名取市高舘吉田地内 

○工事内容あ校舎棟（南棟） ＲＣ造２階建 

あああああああ延床面積5,209㎡ 

○工事内容あクラブ室 Ｓ造平家 

あああああああ延床面積233㎡あ外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月１２日 

 

工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎 

等災害復旧工事（その２）） 

あ請 負 金 額 あ 1,533,600,000 円 

●契約の相手方 あ 奥田建設株式会社 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ名取市高舘吉田地内 

○工事内容あ校舎棟（北棟） ＲＣ造２階建 

あああああああ延床面積3,158㎡ 

○工事内容あ屋内運動場棟 Ｓ造２階建 

あああああああ延床面積3,100㎡あ外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月１２日 
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議第 199 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議第 204 号議案 

・償還未済額：  

 

 

 

 

 

 

 

議第 205 号議案 

・償還未済額：  

 

 

 

 

工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎 

等災害復旧工事（その３）） 

あ請 負 金 額 あ 953,640,000 円 

●契約の相手方 あ 奥田建設株式会社 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ名取市高舘吉田地内 

○工事内容あ寄宿舎あＲＣ造２階建 

あああああああ延床面積2,821㎡ 

○工事内容あ弓道場あＳ造平家 

あああああああ延床面積83㎡あ外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月１２日 

 

専決処分の承認を求めることについて（調停案の受諾及 

び損害賠償の額の決定）               

 

 

○調停案の内容 

県は，申立人に対し，本件解決金として50,880円の支払義務のある 

ことを認める 

損害賠償請求調停事件について，仙台簡易裁判所から提示の

あった調停案の受諾及び損害賠償の額の決定に関し，平成２８

年３月１６日専決処分したので，その承認を求めようとするも

の 

  所管あ教育庁総務課 

専決処分の承認を求めることについて（調停案の受諾及 

び損害賠償の額の決定）               

損害賠償等請求調停事件について，仙台簡易裁判所から提示

のあった調停案の受諾及び損害賠償の額の決定に関し，平成２８ 

年３月３１日専決処分したので，その承認を求めようとするも

の 

  所管あ高校教育課  

 

○調停案の内容 

申立人，県及び石巻市は，申立人が同級生らからのいじめにより精神 

的苦痛を受けたとして本件調停が申し立てられたこと，学校生活におけ

るいじめ問題が社会問題になっていることを踏まえ，学校内でのいじめ

防止のために相互に努力することを確認する 
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第３回宮城県教育振興審議会の開催概要について 

 

１ 開催日時 

平成 28年 5月 20日（金）午後 3時から午後 5時まで 

 

２ 開催場所 

宮城県行政庁舎 4階 特別会議室 

 

３ 出 席 者 

別添出席者名簿のとおり（17名出席） 

 

４ 内  容 

（１）あいさつ（村井知事） 

（２）委嘱状の交付 

（３）議 事 

・ 第２期宮城県教育振興基本計画素案について 

 

５ 主な意見 

（１）計画全体の体系（全体体系，目指す姿） 

・ 目指すイメージ像としては良いと感じた。１０年間でいつまでどういうこと

をされて，数値目標としてどういうところを設定させるのかというのが，これ

から重要なポイントになってくるのかと思う。（山田委員） 

・ 第１期計画では全体の矢印がひとまとめになって計画の目標を達成していく

ことになっていたが，第２期計画では系列化され，見方によってはどこが責任

を持って行うのかということが設定しやすいような作りになっていると思う。

（平川会長） 

・ 計画の目標の中で，第１期の目標にあった「次代を支える社会の一員として」

という文言が消えたが，「社会の一員として」という文言はすごく大事だと思っ

ているので，第２期の目標にも表記していただけないか。（加藤委員） 

  ・ 志教育という概念の部分と実際の場の部分を乖離して書いてあるように見え

る。目標自体が対象としているところは，学校，地域，家庭ということになる

と思うので，このところをもう少し整理された方が良いと思う。（川島副会長） 

 

課長報告（１） 
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（２）５つの目標と１０の基本方向 

＜目標１＞ 自他の命を大切にし，高い志と思いやりの心を持つ，心身ともに健

やかな人間を育む。 

【基本方向１：豊かな人間性と社会性の育成】に関する意見 

・ 命を大切にする教育等の「等」に含まれていると思うが，もう少し「等」の

部分を明確にした方が良いと思う。「互いに尊重しあう心」というところを打ち

出したらどうかと思う。いじめ問題やグローバル化など，この辺が道徳教育で

充実したいところだと考える。（丸山委員） 

 

【基本方向２：健やかな体の育成】に関する意見 

・ 基本的な食習慣というのは就学前につくられるというのはある意味常識です

ので，食育の推進というところに，家庭に向けて食の大切さに関する情報発信

をしていくといったようなところを付け加えると，実効性のあるものになるの

ではないかと思う。（川島副会長） 

 

＜目標２＞ 夢の実現に向けて自ら学び，自ら考え行動し，社会を生き抜く人間

を育む。 

【基本方向３：確かな学力の育成】に関する意見 

・ 小学校段階からの外国語活動の推進であるが，正しい発音を学ぶためにはネ

イティブとの出会いが早いほど良いと思う。外国語指導助手の十分な配置は難

しいだろうと思うので，そうであればビデオ学習の推進を行った方が現実的で

はないかと思う。（松良委員） 

・ 時代の要請に応えるということは，情報化社会の中で情報の活用能力を高め

るという観点を落としてしまうと全く意味がない。子どもたちの情報活用能力

を高めるというような教育をしていく意思表示は是非していただければと思う。

（川島副会長） 

・ ＩＣＴ教育を進めるに当たっては，推進だけではなく検証するという言葉を

一言入れておいていただいたほうが，安心・安全かなと思う。（川島副会長） 
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【基本方向４：幼児教育の充実】に関する意見 

・ もっと親や家庭がどうするのかという部分までここで踏み込むのかどうか，

連携という言葉があるが連携以前の問題があるように感じている。親自身の子

育てする考え方や基本的生活習慣にも結びつくと思うが，そのようなことを踏

まえないと連携というのは難しいのではないかと思う。（渡邊委員） 

・ 家庭への関与というか教育を強めていくかというのは，方法としては難しい

ところがあると思うが，非常に大事なポイントだと思う。（平川会長） 

・ 教育というものを付けた時に，家庭で幼児の教育をしろという話を行政が言

っているのかという誤解を受けることになると思う。やはり家庭の役割という

のは，学ぶ土台づくりの形成の場として家庭があって欲しいので，誤解のない

ように文章等をブラッシュアップしてもらえればと思う。（川島副会長） 

 

【基本方向５：特別なニーズに対応したきめ細かな教育の推進】に関する意見 

・ 文科省から課題を抱えた子どもたちが小さい頃から社会に参加するまでの一

貫したカルテという概念が出された。今までは個人情報等の関係から中々実現

しなかったものが明文化されたので，どう入れ込んだら良いか文章的には難し

いが，そのような考え方を入れていただければと思う。（村上委員） 

・ 合理的配慮という文言は非常に重要であると思っており，特別なニーズでは

なく共生社会の実現に向けた地域づくりをする中での合理的配慮が必要な子ど

もたちへの教育というところは，これから１０年後に向けて非常に重要なキー

ワードになると思う。（村上委員） 

・ 障害の件だけが特別なニーズなのではなくて，例えば，特別な才能がある子

どもたちとか，もっと伸びていく可能性のある子どもたちも特別なニーズだと

いう前提で，その項目の中にそういった前提を持った表記が何か必要ではない

かと思う。（今村委員） 

 

＜目標３＞ ふるさと宮城に誇りを持ち，東日本大震災からの復興，そして我が

国や郷土の発展を支える人間を育む。 

【基本方向６：郷土を愛する心と社会に貢献する力の育成】に関する意見 

・ 震災の体験を意義づけていく，そこからの学びを強さに変えていくような観

点が，震災を体験した宮城県ならではの「郷土を愛する心と社会に貢献する力

の育成」において必要なのではないかと思っているので，そういった表記を方
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向性のところに盛り込めないか。（今村委員） 

・ どの専門の職業人だと地域産業の発展を支えられるのか，１０年後にはなろ

うと思っていた仕事がなくなっていることもあるかもしれないので，世の中の

流れや将来的にどういう職業人として世の中に貢献していくのが良いのかとい

うことを考えながら教育していく必要があると思う。（山田委員） 

 

【基本方向７：命を守る力と共に支え合う心の育成】に関する意見 

・ 防災だけではなく，社会をもっと柔軟で強いものにというような，そういう

意識を持てるような子どもや大人になって欲しいという願いを，項目として加

えることで防災教育の座りがもっと良くなると思う。（村上委員） 

 

＜目標４＞ 学校・家庭・地域の教育力の充実と連携・協働の強化を図り，社会

全体で子どもを守り育てる環境をつくる。 

【基本方向８：安心して学べる教育環境づくり】に関する意見 

・ 「学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備充実」などの総合

的な子どもの貧困対策のところでも，保健福祉部門と教育部門との連携という

文言が入ると，とても充実したものになるのではと思う。（高橋委員） 

・ 今学校は，不登校・いじめ等の問題でマイナスをゼロにするという部分で疲

れ切っているのではないかと感じており，教職員の意欲を向上させる部分につ

いて，何か重点的に取り組むことはできないかなと思う。（木村委員） 

・ 教員の資質能力のＯＪＴについて，子どもたちの育ちや心の様子，子どもた

ちの社会というところに深い認識を持って，そういうものも含めた教員の資質

能力というようなものを一言入れていただけると，単に子どもたちに明日どう

やって教えようかというような実質的なものだけではない，ということを先生

方，あるいは県民にアピールできるのではないかと考える。（村上委員） 

・ 教員の資質能力の総合的な向上との記述はあるが，能力のところだけではな

く，福祉的情報のサポートというか，指導の上で必要な前提になる情報的なサ

ポートというような表記が入ると良いと感じる。（今村委員） 
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【基本方向９：家庭・地域・学校が連携・協働して子どもを育てる環境づくり】

に関する意見 

・ 地域と学校ということがありますが，「家庭と学校がより良い関係を築ける

ような」というのはとっても大きな大切な柱なのではないかなと思うので，言

葉にするのは難しいかもしれないのですが，家庭と学校に関するものを入れて

いただけるといいかと思う。（増田委員） 

・ 放課後児童クラブ等には，様々な困難を抱えた子どもたち，貧困を抱えた子

どもたちが入ってきていることは皆さんご存じの通りだと思います。整備だけ

ではなく，「充実」，「支援」という考えを入れていただきたい。（村上委員） 

・ 基本方向４の幼児教育にも関わるが，幼児の段階から小学校の段階まで安心

して預けることができ，厳しい環境の中で仕事をされている方，特に母親を支

える観点が入ることで，教育の中で男女共同参画を可能にするような教育体系

でもあると言えると広がりや深みも出てくるので，どこかに上手く工夫をして

入れていただけると良いのではないかと思う。（平川会長） 

 

＜目標５＞ 生涯にわたり学び，互いに高め合い，充実した人生を送ることがで

きる地域社会をつくる。 

【基本方向１０：生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の推進】に関する意見 

・ スポーツの価値を考えた時に，障害者スポーツという限定はせずに，インク

ルーシブ・スポーツやアダプテッド・スポーツという表記の方が良いかもしれ

ない。これからの社会はインクルーシブ的な発想ですから，どなたでもできる

スポーツという概念でアダプテッドという方が，これから先を見据えると適切

ではないかと考える。（村上委員，山内委員） 

・ 方向性の部分とその下の施策になる部分での表記の違いについて，インクル

ーシブ教育，共生社会に向けてということを考えると，「誰もが，いつでも，ど

こでも，いつまでも」なのか，「いつでも，どこでも，誰とでも，いつまでも」

といった文言の方が良いのか，気になっていたところです。何を最初に持って

くるかということを考えてみてはどうか。（佐藤委員） 

・ 文化財の保護と活用ですが，子どもたちをどう育むかという方針の中で，周

りに対して浮いている気がしている。基本方向６の郷土を愛する心と社会に貢

献する力の育成のところで，特に活用の部分を強調して書いていただく方が，

違和感はないのかと思う。（川島副会長） 

-5-



（平成28年5月20日現在，五十音順）

氏　　　名 備考

有限会社伊豆沼農産代表取締役 伊 藤
い と う

秀 雄
ひ で お

認定NPO法人カタリバ代表理事 今 村
い ま む ら

久 美
く み

加 藤
か と う

順 一
じゅんいち

国立大学法人東北大学加齢医学研究所所長 川 島
か わ し ま

隆 太
り ゅ う た

川 向
かわむかい

真 美
ま み

木 村
き む ら

民 男
た み お

熊 谷
く ま が い

祐 彦
ま さ ひ ろ

欠席

佐藤
さ と う

芙
ふ

貴子
き こ

NPO法人Switch理事長 高 橋
た か はし

由 佳
ゆ か

有限会社岩沼屋ホテル専務取締役 橘
たちばな　

眞 紀 子
ま き こ

欠席

学校法人宮城学院女子大学長 平 川
ひ ら か わ

新
あらた

気仙沼市家庭教育推進協議会長 星
ほし

美 保
み ほ

国立大学法人東北大学大学院教授 堀 田
ほ り た

龍 也
た つ や

欠席

増田
ま す だ

恵美子
え み こ

松
まつ

良
ら

千 廣
ち ひ ろ

丸山
まるやま

千佳子
ち か こ

村 上
むらかみ

由 則
よ し の り

村 山
む らや ま

十 五
と う ご

NPO法人宮城県レクリエーション協会事務局長 山 内
や ま う ち

直 子
な お こ

東北電子産業株式会社代表取締役社長 山 田
や ま だ

理 恵
り え

所　　　　　属

第３回宮城県教育振興審議会　出席者名簿

宮城県小学校長会副会長
（大河原町立大河原小学校長）

前宮城県ＰＴＡ連合会副会長
（前富谷町立成田中学校ＰＴＡ会長）

宮城県私立幼稚園連合会理事長
（学校法人村山学園・学校法人おおとり学園理事長）

耕人塾塾長
（学校法人石巻専修大学教授）

宮城県高等学校ＰＴＡ連合会役員
（宮城県古川黎明高等学校ＰＴＡ役員）

宮城県高等学校長協会会長
（宮城県仙台第一高等学校長）

仙台市中学校長会会長
（仙台市立東仙台中学校長）

宮城県市町村教育委員会協議会委員
（川崎町教育委員会教育長）

宮城県私立中学高等学校連合会会長
（学校法人常盤木学園理事長）

国立大学法人宮城教育大学大学院教授
（前宮城教育大学附属特別支援教育総合研究センター長）
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氏　　　名 備考

教育長 髙 橋 仁

　〃 教育監兼教育次長 鈴 木 洋

　〃 教育次長 西 村 晃 一

　〃 参事兼総務課長 志子田 伸一

　〃 教育企画室長 伊 藤 正 弘

　〃 参事兼福利課長 菊 田 真 澄

　〃 教職員課長 山 本 剛

　〃 参事兼義務教育課長 清元 けい子

　〃 特別支援教育室長補佐（総括担当） 伊 藤 隆

　〃 高校教育課長 岡 邦 広

　〃 参事兼施設整備課長 横山 生次郎

　〃 スポーツ健康課長 松 本 文 弘

　〃 全国高校総体推進室長 鎌 田 直 人

　〃 生涯学習課長 新 妻 直 樹

　〃 全国高校総合文化祭推進室長 田 村 豊

　〃 技術参事兼文化財保護課長 山 田 晃 弘

総務部 参事兼私学文書課長 中村 今日子

保健福祉部 子育て支援課長 志 賀 慎 治

教育庁

第３回宮城県教育振興審議会　事務局出席者名簿

所属 職
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課長報告（２）

「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」の開催について

１ ねらい
県内児童生徒の学力向上に資する目的から作成し積極的な活用を促している，国語と算数・

数学の問題集「みやぎ単元問題ライブラリー」の更なる普及をねらうとともに，算数の様々な

問題に挑戦させることにより，算数を学ぶことの楽しさや有用感を実感させ，学習に対する関
心・意欲を高め数学的な思考力・表現力の向上を図り，児童の算数の学力向上に資するため，

県内の児童を対象に「算数チャレンジ大会（算チャレ）」を開催する。

２ 参加資格及び競技形式
仙台市を除く県内小学校の児童で，同一小学校で希望する者が３人１組のチームを編成し参

加する。学年は問わない。

○予選 ・会場の規模により実施可能チーム数を設定。最大で約３０３チームが参加可能。
・個人で問題を解き，チームの３人の合計得点により競う。

○本選 ・各教育事務所（地域事務所）の上位１チーム（計７チーム）と残りの全チームの
得点上位チームを合わせた２５チーム程度で実施。

・３人で問題を分担して解く，３人で相談しながら１問ずつ解くなど，チームで工
夫・協同して問題に取り組み，その得点により競う。

３ 日 時

○予選 平成２８年７月３０日（土） ９時５０分～１１時５５分（競技時間５０分）

○本選 平成２８年９月１０日（土） ９時１５分～１２時３０分（競技時間６０分）

４ 会 場
○予選（各教育事務所・地域事務所ごと設定）

市町村名 予選会場 実施可能チーム数
白石市，角田市，蔵王町，七ヶ宿町，大河原町

宮城県大河原合同庁舎 約５０チーム
村田町，柴田町，川崎町，丸森町

塩竈市，多賀城市，松島町，七ヶ浜町，利府町 多賀城市文化センター 約４０チーム
大和町，大郷町，富谷町，大衡村 計

名取市，岩沼市，亘理町，山元町 岩沼中央公民館 約３３チーム
大崎市，色麻町，加美町，涌谷町，美里町 宮城県大崎合同庁舎 約６０チーム 約３０３

栗原市 栗原文化会館 約２０チーム チーム
石巻市，東松島市，女川町 宮城県石巻合同庁舎 約４４チーム

登米市 宮城県登米合同庁舎 約３０チーム

気仙沼市，南三陸町 本吉公民館 約２６チーム

○本選 宮城県庁 ２階講堂

＜参考＞（昨年度の概況）

○予選
事務所名 大河原 仙 台 北 部 北部栗原 東 部 東部登米 南三陸 合 計

チーム数 ３４ ５４ ２６ １５ １８ ２２ ２０ １８９

児 童 数 １０２ １６１ ７８ ４５ ５４ ６５ ５９ ５６４

※ ６年生チーム：１８１チーム，５年生チーム：６チーム，４年生チーム：２チーム

※ メンバー２名（１名欠席のため）で競技したチーム：３チーム

※ チーム平均点 １４９．６点 ／３００点

○本選
※ 参加チーム数 ２６チーム（参加児童数７８人）

※ チーム平均点 ７１．２点 ／１５０点
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【大会ポスター】

【予選問題例】

右の時計は，３時３０分を

さしています。

長針と短針のつくる角 ア

の大きさを求めなさい。

【本選参加記念キーホルダー】 【本選上位３チーム贈呈メダル】

・本選出場児童全員に贈呈 ・金・銀・銅のメ

・デザインにある数字は， ダル

「完全魔方陣」 ・写真はイメージ

縦，横，斜めの数の和以外に

も，四隅の数や内側の４つの

数等，和が３４になるもので

す。「完全魔方陣」を算チャレ

のエンブレムとして使ってい

く予定です。

ア
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「算数チャレンジ大会」

主 催 宮城県教育委員会

会 場 予選 県内８会場で実施
自分の学校が該当する会場を４ページで確認してください。

本選 宮城県庁 ２階講堂

申込みしめきり 平成２８年７月１日（金）
申込み用紙を学校の先生から受け取るか「算数チャレンジ大会」

ホームページからダウンロードし，必要事項を記入して学校の先生

に提出してください。

問い合わせ 宮城県教育庁義務教育課 ＴＥＬ 022-211-3643 , 3644

算数チャレンジ大会 検索 詳しくはこちらで！



「算数チャレンジ大会(算チャレ)2016」募集要項

１ ねらい

県内の児童が算数の様々な問題に挑戦することを通して，算数を学ぶことの楽しさや有用感を感じ

たり，算数に対する興味・関心・意欲を高めたりしながら，数学的な思考力や表現力が高まるように

する。

２ 主 催

宮城県教育委員会

３ 参加資格

仙台市を除く県内の市町村立小学校の参加を希望する児童です。同一小学校３人１組のチームでの

参加とします。チームのメンバーの学年は問わず，同一校から複数チームの参加希望も可能です。

４ 競技会場と参加チーム数

《予選》■

（１）参加チームは，市町村ごと担当教育事務所・地域事務所（以下，担当事務所）が設定した予選

会場で競技を行います。

市町村名 予選会場 （実施可能チーム数） 担当事務所

白石市，角田市，蔵王町，七ヶ宿町，大河原町 宮城県大河原合同庁舎 大河原教育事務所
村田町，柴田町，川崎町，丸森町 （約 50 チーム）
塩竈市，多賀城市，松島町，七ヶ浜町，利府町 多賀城市文化センター

大和町，大郷町，富谷町，大衡村 （約 40 チーム） 仙台教育事務所

名取市，岩沼市，亘理町，山元町 岩沼中央公民館 （約 33 チーム）
大崎市，色麻町，加美町，涌谷町，美里町 宮城県大崎合同庁舎（約 60 チーム） 北部教育事務所

栗原市 栗原文化会館 （約 20 チーム） 栗原地域事務所

石巻市，東松島市，女川町 宮城県石巻合同庁舎（約 44 チーム） 東部教育事務所

登米市 宮城県登米合同庁舎（約 30 チーム） 登米地域事務所

気仙沼市，南三陸町 本吉公民館 （約 26 チーム） 南三陸教育事務所

（２）参加チーム数は，各予選会場の規模で実施可能なチーム数とします。実施可能なチーム数を超

えた予選会場については，次の手順で参加チームを決定します。

・参加申込みがあった小学校から必ず１チームは参加できるようにします。したがって複数チー

ムの申込みがあった学校については，その学校の参加希望チームを対象に義務教育課で抽選を

行い，その学校から出場する１チームを始めに決定します。

・決定した各小学校の１チームを除いた全てのチームを対象に，改めて義務教育課で抽選を行い

実施可能なチーム数で出場チームを決定します。

・抽選は，厳正に行い，結果は「算数チャレンジ大会」ホームページで発表します。

《本選》■

参加チームは，担当事務所の上位１チーム（計７チーム）と残りの全チームの得点上位チームを

合わせた２５チーム程度とします。最終的な参加チーム数は，予選得点と本選会場の規模を考慮し

て決定し，本選出場チームは，「算数チャレンジ大会」ホームページで発表します。

５ 競技方法

《予選》■

個人で問題を解き，チーム３人の合計得点で競います。解答時間は，５０分です。



《本選》■

チームで問題を解きます。解き方は，３人で分担して解く，３人で相談しながら１問ずつ解く，

またはメンバーの１人が解いた問題を他の２人が見直すなど，チームで工夫して構いません。チー

ムが最終的に提出した解答の得点で競います。解答時間は，６０分です。

６ 問題のレベル

（１）出題範囲は，予選・本選ともに小学校６年生の１学期までの学習内容とします。

（２）予選の問題は，基礎力を試す問題と思考力を試す問題の両方を出題します。

（３）本選の問題は，思考力・表現力を試す問題を中心に出題します。

（４）思考力・表現力を試す問題は，みやぎ単元問題ライブラリーのジャンプ・スペシャル問題と同

等レベルの問題に加え，発想力を必要とする問題も含めます。

「算数チャレンジ大会２０１５」の予選・本選の問題は，「みやぎ単元問題ライブラリー」

（http://www.edu-c.pref.miyagi.jp/support/tangen/）に掲載されています。

７ 予選及び本選の日程

■予選 平成２８年７月３０日（土） ■本選 平成２８年９月１０日（土）

各担当事務所が設定した会場 宮城県庁 ２階講堂

受 付 ９：３０～ ９：５０ 受 付 ９：００～ ９：１５

開会行事 ９：５０～１０：０５ 開会行事 ９：１５～ ９：３０

競 技 １０：２０～１１：１０ 諸 注 意 ９：４０～ ９：４５

問題解説 １１：２０～１１：５０ 競 技 ９：４５～１０：４５

閉会行事 １１：５０～１１：５５ 問題解説 １１：００～１１：４０

チームごと振り返り １１：４０～１１：５０

閉会行事 １２：００～１２：３０

８ 表 彰

（１）予選参加者全員にチームの得点を記載した「出場認定証」，さらに個人賞として満点を取った

児童全員に「満点賞」を授与します。「出場認定証」，「満点賞」の賞状は後日，各小学校を通し

て配布します。

（２）本選出場者全員にチームの得点を記載した「認定証」と「記念キーホルダー」を閉会行事で授

与します。

（３）本選の上位３位に入賞したチーム全員に「入賞メダル」と「賞状」を閉会行事で授与します。

９ 参加申込み方法と日程等

《参加申込み方法》

参加を希望する小学生は，同一学校内で３人１組のチーム（学年は問わない）をつくり，一人一人

が「参加申込書」に必要事項を記入の上，所属する小学校の先生に提出してください。

※ 「参加申込書」は，学校の先生に申し出て受け取るか，「算数チャレンジ大会」ホームページ

からダウンロードして使用してください。

《日 程 等》

参加申込み受付 ６月 １日（水）～７月１日（金）（「参加申込書」は，所属小学校に提出）□

予選参加抽選の有無の発表 ７月 ８日（金）１５時 （抽選の有無について，「算数チャレンジ大会」ＨＰで発表）□

予選参加チームの発表 ７月１１日（月）１３時（予選参加全チーム名を「算数チャレンジ大会」ＨＰで発表）□

予 選 ７月３０日（土）□

本選出場チーム発表 ８月 ５日（金）１３時（本選出場チーム名を「算数チャレンジ大会」ＨＰで発表する。）□

本 選 ９月１０日（土）□

本選結果発表 ９月１５日（木）１３時（上位３チームを「算数チャレンジ大会」ＨＰで発表する。）□



１０ その他

（１）本大会への参加及び会場への引率については，保護者の方の責任でお願いいたします。

（２）各会場とも駐車場はありますが，台数が限られています。また，予選会場である宮城県大崎合

同庁舎は保護者控え室が会場の都合により準備できません。御了承ください。

（３）大会参加児童が体調不良により本人の大会継続が困難であると主催者側が判断した場合には，

保護者の方に連絡し，迎えに来ていただきます。参加申込書に緊急連絡先を記入していただくこ

とで，このことについて承諾していただいたものといたします。

（４）本大会は算数の問題を解き，その得点を競うものです。通常のテストと同様に扱いますので，

会場には大会関係者と児童及び主催者から許可を得た者以外入ることはできません。

（５）本大会の参加者には，万が一の事故に備えて県教育委員会で傷害保険に加入いたします。

（６）大会参加チームの得点と順位は認定証に記載します。解答用紙については返却いたしません。

（７）本選には報道機関が入ることも考えられます。個人のプライバシーには十分配慮することを条

件に許可いたしますので，御了承ください。

（８）大会に関するお知らせはホームページに随時掲載します。御確認ください。

予 選 会 場

※各会場周辺の地図は，ＱＲコードで御覧いただけます。

○白石市，角田市，蔵王町，七ヶ宿町，大河原町， ○栗原市の小学校

村田町，柴田町，川崎町，丸森町の小学校 《会場》

《会場》 栗原文化会館

宮城県大河原合同庁舎 栗原市築館高田 2-1-10
柴田郡大河原町字南 129-1 TEL 0228-23-1234
TEL 0224-53-3926

○塩竈市，多賀城市，松島町，七ヶ浜町，利府町， ○石巻市，東松島市，女川町の小学校

大和町，大郷町，富谷町，大衡村の小学校 《会場》

《会場》 宮城県石巻合同庁舎

多賀城市文化センター 石巻市東中里 1-4-32
多賀城市中央 2-27-1 TEL 0225-95-1411
TEL 022-368-0131

○名取市，岩沼市，亘理町，山元町の小学校 ○登米市の小学校

《会場》 《会場》

岩沼中央公民館 宮城県登米合同庁舎

岩沼市里の杜 1-2-45 登米市迫町佐沼字西佐沼 150-5
TEL 0223-23-3434 TEL0220-22-2777

○大崎市，色麻町，加美町，涌谷町，美里町の ○気仙沼市，南三陸町の小学校

小学校 《会場》

《会場》 本吉公民館

宮城県大崎合同庁舎 気仙沼市本吉町津谷新明戸 136
大崎市古川旭四丁目 1-1 TEL 0226-42-2606
TEL 0229-91-0739

本 選 会 場

宮城県庁 ２階講堂 仙台市青葉区本町 3-8-1□

《アクセス》

【徒歩】 仙台駅西口→（約２ｋｍ・約２０分）→県庁

【バス】 「仙台駅前」→（約５分）→「県庁市役所前」下車→（徒歩約３分）→県庁

【地下鉄】 「仙台」駅→（約４分）→「勾当台公園」駅（北２番出口）→（徒歩約３分）→県庁



H27.3月末 H27.10月末H27.12月末 H28.3月末 前年同月
増減

(当月－前年
同月）

H28.4月末 前年同月
増減

(当月－前年
同月）

98.9% 67.6% 91.0% 99.0% 98.9% 0.1% 99.5% 99.2% 0.3%

99.3% 69.7% 92.2% 99.3% 99.3% 0.0% 99.7% 99.5% 0.2%

98.3% 64.8% 89.4% 98.6% 98.3% 0.3% 99.2% 98.9% 0.3%

97.5% 73.4% 90.0% 97.7% 97.5% 0.2% － － －

内訳

卒業者 19,917 19,827 19,790 19,753 19,917 -164 19,752 19,916 -164

進学希望者 14,900 14,689 14,790 14,706 14,900 -194 14,710 14,903 -193

臨時的仕事希望者 243 82 111 192 243 -51 194 255 -61

進路未定者 44 98 65 48 44 4 43 37 6

就職希望者 4,730 4,958 4,824 4,807 4,730 77 4,805 4,721 84

県内 3,845 4,103 3,942 3,895 3,845 50 3,895 3,835 60

県外 885 855 882 912 885 27 910 886 24

職安・学校紹介 4,098 4,224 4,227 4,209 4,098 111 4,212 4,091 121

縁故・自営 265 178 193 235 265 -30 237 263 -26

公務員 367 556 404 363 367 -4 356 367 -11

就職内定者 4,677 3,350 4,389 4,760 4,677 83 4,780 4,685 95

県内 3,798 2,629 3,538 3,854 3,798 56 3,873 3,804 69

県外 879 721 851 906 879 27 907 881 26

職安・学校紹介 4,066 3,216 3,932 4,178 4,066 112 4,193 4,074 119

縁故・自営 245 82 136 232 245 -13 235 245 -10

公務員 366 52 321 350 366 -16 352 366 -14

就職未内定者 53 1,608 435 47 53 -6 25 36 -11

71 1,074 330 70 71 -1 20 61 -41

【概況】　※（　）内は前年同月
① 就職内定率 ： 　　　     ９９．５％（99.2%）

② 進路希望の割合状況 ： 進　学  　 ７４．５％（74.8%）　 就職　　２４．３％（23.7%）

： 臨時的仕事   １．０％（ 1.3%）　 未定　 　 ０．２％（ 0.2%）

③ 就職希望者の割合　 ： 県　内   　８１．１％（81.2%） 県外　  １８．９％（18.8%）

④ 県内外の内定率　　　 ： 県　内　   ９９．４％（99.2%)　 県外　　９９．７％（99.4%）

⑤ 内定者の割合　　　　 ： 県　内　   ８１．０％（81.2%）　 県外　　１９．０％（18.8%）

⑥ 学科別内定率　　　   

⑦地域別内定状況

⑧

平成２８年３月高等学校卒業者の就職内定状況（３月末及び４月末現在）について

全国平均

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 その他 総合学科

平成27年度 99.1% 100.0% 99.9% 99.8% 99.3% 99.2% 95.2% 99.8%

平成26年度 98.9% 100.0% 99.4% 99.7% 100.0% 95.1% 100.0% 99.7%

地域別内定率 仙台 大和 石巻 塩釜 古川 大河原 白石 築館 迫 気仙沼

平成27年度 99.1% 100.0% 99.5% 98.9% 100.0% 99.5% 100.0% 99.5% 100.0% 100.0%

平成26年度 99.6% 99.5% 99.0% 95.0% 99.6% 99.4% 99.6% 100.0% 99.6% 100.0%

宮城労働局発表　県内求人倍率（4月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし支援学校・通信制含む）

２３年３月卒 ２４年３月卒 ２５年３月卒 ２６年３月卒 ２７年３月卒 ２８年３月卒
県内求人数 4,238 5,473 7,000 7,977 9,406 9,777
県内求職者数 3,366 3,071 3,530 3,539 3,429 3,509
求人倍率 1.26 1.78 1.98 2.25 2.74 2.79

課長報告　（３）
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平成２９年度県立中学校入学者選抜方針及び概要について

Ⅰ 入学者選抜方針
宮城県立中学校における入学者選抜は，中学校及び小学校の教育の目的の実現及び健全な

教育の推進を期し，公正かつ適正な選抜方法と選抜尺度により厳正に行うものとする。

１ 基本原則
(1) 県立中学校長は，その教育を受けるに足る多様な能力と適性等を評価し，選抜するものと
する。

(2) 出願事務及び選抜事務の厳正を期するため，小学校にあっては調査書等作成のための委員
会を，県立中学校にあっては選抜のための委員会を設置するものとする。

２ 選抜方法
(1) 入学者の選抜に当たって，県立中学校長は，調査書及び適性検査の結果に基づき，出願者
の能力や適性等を総合的に審査するものとする。

(2) 適性検査
ア 検査は，総合問題，作文及び面接とする。
イ 総合問題は，与えられた課題を理解し，これまでの体験や身に付けてきた力を基に，論
理的に考え，的確に判断し，解決する力や表現する力等をみるものとする。

ウ 作文は，与えられた課題について，自分の考えや思いなどを的確にまとめ，文章で表現
する力をみるものとする。

エ 面接は，志願理由書を参考資料として，志願の動機や学習への関心・意欲，長所等を多
面的にみるものとする。

Ⅱ 入学者選抜概要
[１] 募集
１ 出願資格

次の(1)及び(2)に該当する者が，宮城県立中学校（以下「県立中学校」という。）の入学者選
抜に出願することができる。
(1) 小学校又は特別支援学校の小学部（以下「小学校」という。）を平成２９年３月に卒業見込
みの者

(2) 宮城県内に居住している者，又は入学時までに居住する見込みの者
２ 募集定員

宮城県仙台二華中学校 １０５名（男女）
宮城県古川黎明中学校 １０５名（男女）

３ 通学区域
宮城県全域

[２] 出願の手続
１ 出願

県立中学校への出願は，１校に限る。
なお，仙台市立仙台青陵中等教育学校へ出願する者は，県立中学校へは出願できない。

２ 入学願書等の提出
出願者は，写真票・入学願書・受検票，志願理由書，調査書（在籍小学校長が作成），受検票

送付用封筒及び結果通知用封筒を入学を希望する県立中学校長に提出する。
また，入学願書には入学者選抜手数料として宮城県収入証紙（2,200円分）を貼付する。

３ 県外からの出願
県外に住所を有する者が，次の(1)又は(2)のいずれかに該当し，本県内の県立中学校に入学

を希望する場合は，県外からの出願承認願を出願予定の県立中学校長に提出し，承認を受ける。
承認を受けた後に，県立中学校に出願することができる。
(1) 住所の異動によるもの
ア 保護者の転勤等に伴う一家転住によって本県内に住所を異動せざるを得ない場合
イ その他特別な家庭の事情によって本県内に住所を異動せざるを得ない場合（例えば，保
護者の海外勤務等に伴って，県内に居住する保護者に準ずる者に志願者の保護を託した場
合等）

課長報告（４）

-11-



(2) その他
上記(1)のほか県外に住所を有する者が当該県立中学校に就学することが，特にやむを得な

いと認められる場合
[３] 適性検査
１ 検査場

検査場は，次のとおりとする。ただし，出願者が多い場合は，他の会場で適性検査を実施す
ることがある。

宮城県仙台二華中学校 ――― 宮城県仙台二華中学校・高等学校
宮城県古川黎明中学校 ――― 宮城県古川黎明中学校・高等学校

２ 検査の方法
(1) 検査は，総合問題（60分），作文（40分）及び面接とする。
(2) 検査問題作成の方針
ア 総合問題は，与えられた課題を理解し，これまでの体験や身に付けてきた力を基に，論
理的に考え，的確に判断し，解決する力や表現する力等をみる。
イ 作文は，与えられた課題について，自分の考えや思いなどを的確にまとめ，文章で表現
する力をみる。
ウ 面接は，志願理由書を参考資料として，志願の動機や学習への関心・意欲，長所等を多
面的にみる。

[４] 選抜方法
入学者の選抜に当たっては，調査書及び適性検査（総合問題，作文，面接）の結果に基づき，

出願者の能力や適性等を総合的に審査する。
[５] 選抜に関する日程

事 項 期 日 備 考

県外からの出願承認願 平成28年11月 7日(月)～ 受付時間は，午前9時から午後4時

の受付 平成28年11月30日(水)午後3時 （最終日は午後3時）までとする。

ただし，土曜日，日曜日，祝日を除

く。郵送する場合であっても，最終

日午後3時必着とする。

入学願書，調査書等の 平成28年12月 5日(月)～ 受付時間は，午前9時から午後4時

受付 平成28年12月 9日(金)午後3時 （最終日は午後3時）までとする。

ただし，土曜日，日曜日，祝日を除

く。郵送する場合であっても，最終

日午後3時必着とする。

適性検査 平成29年 1月 7日(土) 総合問題（60分），作文（40分）及

び面接とする。

選抜結果通知書の発送 平成29年 1月13日(金)午後4時 本人及び在籍小学校長へ郵送する。

入学確約書の受付 平成29年 1月17日(火)～ 受付時間は，午前9時から午後4時（最

平成29年 1月20日(金)午後3時 終日は午後3時）までとする。郵送

の場合，簡易書留扱いで期間内必着

とする。

欠員補充による 平成29年 1月23日(月)～ 欠員が生じた場合，あらかじめ定め

合格者の意思確認 平成29年 2月 3日(金) た補欠予定者の中から充てる。
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宮城第一高等学校第二グラウンド整備に係る用地取得について 
 

１ 用地取得の概要 

  学校の敷地が狭く，運動場が不足している宮城第一高等学校の第二グラウンド用

地として，未利用となった国有地を取得し整備するもの。 

 

(1) 所  在  地  仙台市青葉区角五郎二丁目２３５番３ 

(2) 面 積 等  ６，２０２．２９ ㎡（国有地，旧税務大学校跡地） 

(3) 契  約  額  ６３９，０００，０００円 

(4) 契 約 締 結 日  平成２８年６月２日 

(5) 相  手  方  東北財務局長 

 

【参考：宮城第一高等学校の現況】 

 ○ 敷 地 面 積  ２９，９７１㎡（うち，運動場の面積 １３，５２４㎡） 

 ○ 建 築 年 月  昭和４１年度 ～ 昭和４３年度 

 ○ 耐震補強工事  平成１９年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の予定 

  平成２８年６月２１日付けで所有権を移転し，平成２８年度中に設計に着手し，

できるだけ早期の整備を目指す。 

課長報告（５） 

取得用地 

サッカー部練習場所 

（牛越緑地運動公園を使用） 
尚絅学院高 

聖ﾄﾞﾐﾆｺ学院高 

宮城第一高 

仙台第二高 

県美術館 

テニスコート 

美術館敷地の 

一部を使用 

牛越橋 

澱橋 

八幡１ 

川内元支倉 

角五郎１ 

八幡５ 

八幡４ 

川内三十人町 

荒 巻 

八幡３ 

広 

  瀬  

川 
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平成２９年度全国高等学校総合体育大会（南東北インターハイ） 

宮城県実行委員会第２回総会の開催結果概要について 

 

 

 

１ 開催日時 

   平成２８年６月７日（火）午後２時から 

 

２ 開催場所 

   宮城県庁 ２階講堂 

３ 出 席 者 ５６名 

  県教育委員会，会場地市町教育委員会，宮城県高等学校体育連盟，関係競技 

 団体，学校関係団体，関係機関など 

４  内   容 

 （１）報告事項 

競技会場・競技日程ほか 

  （２）審議事項 

・平成２７年度事業報告及び収支決算 

   ・平成２８年度事業計画及び収支予算 

 

 

５ 平成２７年度の準備状況 

 （１）宮城県実行委員会の設立・総会，各専門部会の開催 

  （２）南東北ブロック各県・全国高体連・会場地市町等との調整 

 （３）平成２７年度全国高等学校総合体育大会「２０１５ 君が創る 近畿総体」

視察・先催県事務調査 

 （４）総合ポスター・チラシ・広報啓発物の作成配布，「２０１７南東北インタ

ーハイＮＥＷＳ」発行，ホームページ・フェイスブックの開設 

 （５）全国高等学校体育連盟競技専門部による競技会場視察 

 （６）競技種目別大会の運営に係る会場地市町及び県高体連競技専門部との調整 

 （７）配宿・弁当業務受託業者（ＪＴＢ）との調整 

 

 

 

課長報告（６） 

◯第２回総会(H28.6.7)＜県庁講堂＞ 
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 （８）高校生活動の推進 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 平成２８年度の主な活動計画 

（１）実施体制の整備，南東北ブロック各県・全国高体連及び会場地市町等との調整 

（２）２０１６ 情熱疾走 中国総体」視察・先催県事務調査 

（３）協賛募集活動の実施 

（４）広報啓発物の作成配布，広報誌等発行，ホームページ・フェイスブック等に 

  よる情報発信 

（５）競技種目別大会の運営に係る調整 

・実施要項の作成 

・役員･補助員の編成・養成 ほか 

（６）配宿・弁当業務の調整 

（７）医療救護・衛生・輸送・警備（危機管理）対策 

（８）高校生活動の推進 

   ・大会参加記念品及び会場装飾物の製作 

   ・みやぎ総文２０１７・南東北インターハイ開催３００日前 PR イベント開催 

   ・各支部・各学校での広報活動 

◯キックオフイベント（H27.12.24）＜東北歴史博物館＞ 

◯高校生フォーラム(H28.2.13)＜県庁講堂＞ 

◯高校生活動推進委員会 (H28.3.25)＜県庁会議室＞ 

◯５００日前イベント(H28.3.19)＜イオンモール名取＞ 

◯県高体連加盟校に学校サポート委員会を設置（10月） 

◯学校サポート委員会各支部連絡会議開催（11月，2月） 

サン・ファン祭でPR（石巻支部） 春季生徒総会でPR（気仙沼高校） 
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21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

天童市 山形県総合運動公園総合体育館 ◎

天童市 ＮＤソフトスタジアム山形 ◎ ■ ● ● ● ◆

体操競技 酒田市 酒田市国体記念体育館 ■ ● ◆

新体操 山形市 山形市総合スポーツセンター第一体育館 ○ ● ◆

山形市 山形市総合スポーツセンター第一体育館 ○ ● ● ● ◆

寒河江市 寒河江市市民体育館 ● ●

天童市 天童市スポーツセンター総合体育館 ● ●

鶴岡市小真木原総合体育館 ● ● ● ●

鶴岡市櫛引スポーツセンター ● ● ●

新庄市民文化会館 ○

新庄市体育館 ● ● ● ◆

尾花沢市 尾花沢市文化体育施設 ● ● ●

南陽市民体育館 ○

向山公園ソフトボール場 ● ● ● ◆

南陽市総合公園 ● ● ●

白鷹町ソフトボール場 ◎ ● ● ● ◆

白鷹町野球場 ● ● ●

長井市陸上競技場 ○

長井市野球場 ● ● ●

あやめ公園多目的運動広場 ● ● ●

上山市 三友エンジニア体育文化センター ■ ● ● ◆

山形市 ■ ● ● □

西川町 ●

川西町 川西町総合運動公園ホッケー競技場 ● ● ● ● ◆

山形県立米沢商業高等学校ホッケー場 ● ●

米沢市営陸上競技場 ● ●

西川町 月山湖カヌースプリント競技場 ● ● ● ◆

競泳 セントラルスポーツ宮城Ｇ２１プール ■ ● ● ◆

飛込 セントラルスポーツ宮城Ｇ２１プール ■ ● ● ◆

水球 柴田町 ヒルズ県南総合プール ■ ● ● ◆

セキスイハイムスーパーアリーナ ○ ● ● ● ◆

利府町総合体育館 ●

多賀城市 多賀城市総合体育館 ● ●

ユアテックスタジアム仙台 ◆

泉サッカー場西フィールド ● ● ●

泉総合運動場人工芝グラウンド ● ●

松島町文化観光交流館 ○

松島フットボールセンターpitch-1 ● ●

松島フットボールセンターpitch-2 ● ●

松島運動公園多目的グラウンド ● ●

七ヶ浜町 七ヶ浜サッカースタジアム ● ●

ひとめぼれスタジアム宮城 ● ● ●

ひとめぼれスタジアム宮城補助競技場 ● ● ● ●

みやぎ生協めぐみ野サッカー場Aグラウンド ● ● ●

みやぎ生協めぐみ野サッカー場Bグラウンド ● ● ●

ユアテックスタジアム仙台 ◆

泉総合運動場人工芝グラウンド ● ●

松島町文化観光交流館 ○

松島フットボールセンターpitch-1 ●

松島運動公園多目的グラウンド ●

七ヶ浜町 七ヶ浜サッカースタジアム ● ●

ひとめぼれスタジアム宮城 ●

ひとめぼれスタジアム宮城補助競技場 ●

大崎市 大崎市鳴子スポーツセンター ■ ● ◆

登米祝祭劇場水の里ホール ○

アイエス総合ボートランド ● ● ● ◆

仙台市 仙台市体育館 ○ ● ● ◆

仙台市 仙台市体育館 ■ ● ● ◆

気仙沼市民会館 ○

気仙沼市総合体育館 ● ● ● ◆

セキスイハイムスーパーアリーナ ○

ひとめぼれスタジアム宮城 ● ● ◆

仙台市 仙台市宮城野体育館 ■ ● ◆

塩竈市 塩釜ガス体育館 ■ ● ◆

県営あづま総合体育館 ○ ● ● ● ● ● ◆

福島市国体記念体育館 ● ● ● ●

福島市西部体育館 ● ●

福島県立福島商業高等学校 ● ●

福島県立福島南高等学校 ● ●

福島成蹊高等学校 ● ●

福島県立福島高等学校 ●

福島県立橘高等学校 ●

福島県立福島西高等学校 ●

郡山市 郡山総合体育館 ○ ● ● ● ● ◆

男子 ○ ● ● ◆

女子 ○ ● ● ◆

県営あづま総合体育館 ○ ● ● ● ● ● ◆

福島市国体記念体育館 ● ● ● ●

福島市西部体育館 ● ●

福島県立福島商業高等学校 ● ●

郡山市 郡山総合体育館 ■ ● ● ● ◆

會津風雅堂 ○

会津総合運動公園テニスコート ● ● ● ● ● ● ◆

いわきワシントンホテル ○

いわき平競輪場 ● ● ●

石川町・浅川町 石川町・浅川町周回特設コース ●

石川町 山橋自治センター □

会津若松市 あいづ総合体育館 ○ ● ● ● ● ● ◆

福島市 福島県立福島明成高等学校 ○ ● ● ● ◆

猪苗代町 猪苗代町総合体育館カメリーナ ○ ● ● ◆

和歌山県 和歌山市 和歌山セーリングセンター ○ ● ● ● ◆

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

空手道

ヨット

◎：総合開会式　　　　　　　○：競技種目別開会式　　　　　　　　　　■：競技種目別開会式後競技
●：競技 　　　　　　　　　　　◆：競技終了後閉会式　 □:閉会式

7月 8月

会津総合運動公園テニスコート

ハンドボール 福島市

柔道

テニス 会津若松市

アーチェリー 利府町

なぎなた

少林寺拳法

福島県

バスケットボール 福島市

卓球

ソフトテニス 会津若松市

ウエイトリフティング

自転車競技

トラック・レース いわき市

ロード・レース

ボクシング

フェンシング 気仙沼市

サッカー

男子

仙台市

松島町

利府町

女子

仙台市

松島町

利府町

相撲

ボート 登米市

剣道

弓道

蔵王山系・月山
開閉会式：蔵王体育館（山形市）
幕営地：蔵王総合グラウンド（山形市）
　　　　　弓張平公園（西川町）

ホッケー
米沢市

カヌー

宮城県

水泳
利府町

バレー
ボール

女子
利府町

山形県

総合開会式

陸上競技

体操

バレー
ボール

男子

南陽市

女子

白鷹町

長井市

バドミントン

レスリング

登山

平成29年度全国高等学校総合体育大会　競技会場・競技日程

県　名 競　技　種　目　名
競技会場
所在地

競技会場名
7月 8月

鶴岡市

新庄市

ソフトボール

男子

平成28年4月15日全国高校総体中央委員会承認



課長報告（７）

第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７）

第２回宮城県実行委員会の開催結果概要について

１ 開催日時

平成２８年６月９日（木）午後２時から

２ 開催場所

仙台サンプラザ ３階クリスタル

３ 出 席 者 約１００名

副知事，開催市町長・教育長，（公社）全国高等学校文化連盟会長，宮城県高

等学校文化連盟会長，各専門部長，関係団体など

４ 審議事項

・平成２７年度事業報告及び収支決算

・平成２８年度事業計画及び収支予算

※ 決定された主な事業

① 国際交流事業

・期間 平成２８年７月２４日（日）～２７日（水）

・招へい校 大韓民国 大眞（デジン）女子高等学校

② プレ総合開会式，プレパレード

・期日 平成２８年１１月６日（日）

・会場 仙台サンプラザホール，宮城野通

５ 表 彰 式

大会イメージソング（曲）及び大会テーマ（毛筆表現）の入賞者に名誉副会長

である山田副知事から賞状を授与
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６ 高校生の芸術文化活動発表

聖ウルスラ学院英智高等学校合唱部の生徒が大会イメージソング「明日のため

に」を含む３曲を披露

７ 今後の主なスケジュール

・平成２８年７月３０日（土）～８月３日（水）

「２０１６ひろしま総文の視察調査」･･････広島県内各地

・平成２８年９月１１日（日）

「３００日前ＰＲイベント」･･････アリオ仙台泉

・平成２８年１１月６日（日）

「プレ総合開会式」･･････仙台サンプラザホール

「プレパレード」･･････宮城野通
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第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７） 
開催１年前イベント 国際交流コンサートについて 

 

 

１ 開催趣旨 

来年開催する「みやぎ総文２０１７」に向けた国際交流事業の一環として，開催１

年前となるこの時期に，韓国の高校生による演技と県内高校生による吹奏楽や和太鼓

などの演奏を行う国際交流コンサートを開催し，来年の総合文化祭の内容の一端を発

信し，広く県民への周知を図る。 

 

２ 開催日時 

平成２８年７月２６日（火） 午後１時３０分～３時４０分 

                （開場 午後１時）  

３ 会  場 

  仙台市民会館大ホール 

 

４ 一般観覧について 

  入 場 料：無 料   入場定員：５００名程度 

 

５ 出演部門及び出演団体 

韓国訪問団（小
ソ

鼓
ゴ

舞
チュム

） 大韓民国 大
デ

眞
ジン

女子高等学校 

吹奏楽部門 泉館山高等学校 吹奏楽部 

吟詠剣詩舞部門 古川黎明高等学校 吟詠剣詩舞愛好会 

郷土芸能部門（和太鼓） 学校法人萠愛学園 西山学院高等学校 

合唱部門 

（県内９校合同合唱団） 

仙台三桜高等学校，仙台南高等学校，仙台西高等学校，

仙台市立仙台青陵中等教育学校，塩釜高等学校， 

多賀城高等学校，石巻好文館高等学校，白石高等学校，

古川黎明高等学校 

 

６ 国際交流事業の日程   ※大
デ

眞
ジン

女子高等学校の日程 

 ◯７月２５日（月）  

・志津川高等学校との生徒交流会 

・歓迎レセプション    

・南三陸町内見学 

 ◯７月２６日（火）  

・知事表敬訪問（コンサート終了後）  

 ◯７月２７日（水） 

・広島へ移動 

 ◯７月３０日（土） 

・「２０１６ひろしま総文」に参加 

課長報告（８） 

-19-







- 1 - 

教育庁関連情報一覧（平成２８年５月１６日～平成２８年６月１３日）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

○仙台第三高等学校が「理数科の日」を開催 
  仙台第三高等学校の理数科に在籍する生徒が，理数科課題研究及び成果発表に 
取り組むことによって，論理的な思考力やプレゼンテーション能力，ディスカッ 
ション能力を高めることを目的に，姉妹校である台湾師範大学附属高級中学の生 
徒とともに研究発表会を開催した。 
 
【概 要】 

 開 催 日 平成２８年５月１６日（月） 

 場   所 仙台第三高等学校 

 参 加 者 理数科生徒（１～３年生）２３９名 

      台湾師範大学附属高級中学 生徒・教員３１名 

      大学関係者等 

 発表内容   

数学領域（「ゲームの世界のシクミ」他，２題） 

   物理領域（「使用済みのおむつによる発電を目指して」他，６題） 

化学領域（「金属化合物の殺菌効果の促進」他， ４ 題） 
生物領域（「Ｄ Ｎ Ａ の塩基配列からヨモギタマバエの生活史を探る」他，５題） 

地学・保健体育領域（「より遠くに投げるために～ 二重振り子を利用して～ 」，３題） 

台湾師範大学附属高級中学による発表（２題） 

 

 

 

 

 

 

 

 
                     

（担当：高校教育課） 

 

 

資料配付（１） 

「理数科の日」は，上記の目的にかなう取組として，平成２０年度に理数科課題研究

発表会を改編して始まり，平成２２年度からは，文部科学省のスーパーサイエンスハ

イスクール(ＳＳＨ）の指定を受け，将来の科学技術を担う人材育成の場にふさわしい

内容にグレードアップを図ってきたもの。 
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２ 

 

 

○宮城野高等学校美術科の生徒が「第７９回河北美術展」で入賞 

   

第７９回河北美術展で，宮城野高等学校の美術科の生徒２名が，洋画の部でＪＡＬ賞， 
日本画の部で宮城県芸術協会賞を受賞し，同時に入選した生徒７名を含む９名と関係者が， 
５月１７日（火）に県を表敬訪問した。 

 
【概 要】 

日 程 平成２８年４月２３日（土）～５月４日（木） 

場 所 藤崎本館 

出品数 日本画，洋画及び彫刻の３部門で計９２２点（高校生以上が対象） 

入 賞 ①洋画部門  ＪＡＬ賞 「つかずはなれず」 三浦日奈子（３年） 

②日本画の部 宮城県芸術協会賞 「ふわり」 野上 彦喜（３年） 

      ※野上彦喜さんは，洋画部門でも入選 

入 選 ①洋画部門 ５名  ②日本画部門 ２名 

 
                                        （担当：生涯学習課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第二工業高等学校の生徒・ＰＴＡが「米ヶ袋をきれいにし隊」を編制し，除草作業を実施 

   

青葉区米ヶ袋地域にある第二工業高等学校（夜間定時制工業高校）の生徒及び 

ＰＴＡが，地域へのボランティア活動を目的として「米ヶ袋をきれいにし隊」を 

編制し，町内会で実施している広瀬川沿いのスポーツ公園の除草作業を地域の方 

々と一緒に実施した。 

 
 【概 要】 

  日 時 平成２８年６月５日（日）午前７時～８時 

  場 所 米ヶ袋スポーツ公園内の河川敷 

  参加者 生徒５名，保護者７名，教職員等８名 

 

 

 

 

 

（担当：高校教育課） 



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

○「第６４回宮城県青年文化祭」を開催 

   

宮城県各地から集まった青年たちが，合唱や郷土芸能などの日頃から練習や準備 

 を重ねてきた成果を披露する「第６４回宮城県青年文化祭」を開催した。 

 

 【概 要】 

  開催日 平成２８年６月５日（日） 

  場 所 角田市市民センター（かくだ田園ホール） 

  主 催 宮城県青年団連絡協議会，宮城県教育委員会 

  テーマ 「ゴールデンロケットを打ち上げろ！」 

  内 容 合唱，郷土芸能（民族芸能），舞台発表，意見発表，のど自慢， 

美術・生活作品展示，団体活動紹介，みやぎ総文2017PR コーナー ほか 

（担当：生涯学習課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

○平成２９年度全国高等学校総合体育大会（南東北インターハイ） 

 宮城県実行委員会第２回総会を開催 

 

平成２９年度に南東北三県（山形県・宮城県・福島県）において開催される 

全国高等学校総合体育大会に向けて，「平成２９年度全国高等学校総合体育大 

会宮城県実行委員会（平成２７年６月３日設立）」第２回総会を開催した。 

 

【概 要】 

 開催日 平成２８年６月７日（火） 

 場 所 県庁２階講堂 

 内 容 ①報告 ・競技会場・競技日程について 

     ②審議 ・平成２７年度事業報告（案）及び収支決算（案） 

         ・平成２８年度事業計画（案）及び収支予算（案） 

 委員構成 ５６名 

      県教育委員会，会場地市町教育委員会，県高等学校体育連盟，関係競技団体，学校関係団体，関係機関等 

 

 

                                            （担当：全国高校総体推進室） 
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６ 

 

 

 

 

 

 

 

○熊本地震災害支援のための「県内商業科高校生による開発商品販売」を開催 

  
 熊本地震への支援を目的に，宮城県高等学校商業教育研究会加盟の商業を学ぶ 

 生徒が開発した商品の販売会を開催した。 
 
 【概 要】 

  開催日  平成２８年６月８日（水） 

  場 所  県庁１階玄関ホール 

  主 催  宮城県高等学校商業教育研究会 

  販売商品及び開発高校（ ）内は販売価格 

   ・うめ輝らり（300），うめ果りり（300）【大河原商業】 

   ・米ていら（500）【一迫商業】 

   ・きびだんごほうじ茶（150），とろけるクッキー黒蜜きなこ（150）【石巻商業】 

   ・鯨大和煮缶詰（500）【石巻市立桜坂】   

   ・酒粕ミルクシフォンケーキ（200），酒粕ミルクアルファフォーレス（150）【気仙沼向洋】 

・仙臺サイダー（250），天使のいちごクッキー（200）【仙台商業】 

・パリもちスティック（200）【鹿島台商業】 

・缶バッチ・マグネット（100）【志津川】 

  販売担当 仙台市立仙台商業高等学校 生徒・教員 

 

※ 余剰金を義援金として送金 

 

                                         （担当：高校教育課） 
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７ 

○第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７）第２回宮城県実行委員会を開催 

  「文化部のインターハイ」と称される, 高校生による芸術活動の最大の祭典「第４１回 

  全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７）」の第２回宮城県実行委員会を開催した。 
 【概 要】 

  日 時 平成２８年６月９日（木）午後２時～３時１０分   

  場 所 仙台サンプラザ ３階クリスタル 

  内 容 ①平成２７年度公募作品入賞者表彰         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ②議事 ・平成２７年度事業報告，収支決算 

          ・平成２８年度事業計画，収支予算 

      ③高校生の芸術文化活動発表 

         聖ウルスラ学院英智高等学校合唱部 

          大会イメージソング「明日
あ し た

のために」ほか 

 

（参考）実行委員会委員 

名誉会長 知事 

名誉副会長 文化庁次長，全国高文連会長，副知事，開催１０市町の首長 

会長 県教育委員会教育長 

副会長 県教育次長，開催市町教育委員会教育長等２１人 

委員 県庁及び県警本部の関係課長，各専門部の部会長(校長)等４０人 

監事 県教育庁総務課長，宮城県公立学校事務長会長               （担当：全国高校総合文化祭推進室） 

○大会イメージソング（曲) 

最優秀賞：仙台市立仙台商業高等学校 

２年安孫子友大さん 

○大会テーマ毛筆表現（縦） 

最優秀賞：聖ウルスラ学院英智高等学校 

２年石田いろはさん 

○大会テーマ毛筆表現（横） 

最優秀賞：聖ウルスラ学院英智高等学校 

２年宇田川稚菜さん 

（いずれも学年は平成２７年度当時） 外，優秀賞４名 
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８ 

 

 

 

 

 

 

 

○多賀城高等学校の代表生徒４名が復興フォーラムに参加 

  

 東日本大震災の経験・教訓を広く共有し，復興の現状を国内外に情報発信することを目的とした復興庁主催の東日本大震災
５周年復興フォーラムが東京で開催され，高校としては唯一多賀城高等学校の代表生徒４名が参加し，今春新設された災害科
学科や防災の取組について発表等を行った。 

                                         

【概 要】 

  開催日 平成２８年６月６日（月） 

  場 所 イイノホール（東京都千代田区） 

  内 容 「防災・まちづくり」分科会に参加 

      ……パネル展示やプレゼンテーションにより 

        以下を説明・報告 

      ・災害科学科についての紹介 

      ・津波到達点を示す標識の設置活動などの防災学習 

      ・外国人観光客に被災地を案内するボランティア活動などの国際理解学習 

      ・つくば実習，浦戸実習などの自然科学学習 

……開催中，安倍晋三首相，高木復興大臣がブースを訪れ，生徒との交流 

と激励の言葉をいただいた。 

参加者 生徒４名（災害科学科１年２名，普通科３年１名，２年１名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当：高校教育課） 
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９ 

○平成２８年熊本地震に対する養護教諭等の派遣 

  熊本県内の小学校での支援活動を終えて帰県した４名の教職員と，新たに長期派遣と 
なる２名の教職員がそれぞれ教育長を訪問し，現地での活動報告（５月２４日，６月６日） 
と出発の挨拶（６月２日）を行った。 

【概 要】 

 ○経 緯 ・５月１０日に熊本県から全国に対し，養護教諭等の派遣要請（５月３１日まで）があり， 

５月１２日から２名２班体制，計４名の養護教諭等を派遣 

      ・５月２７日に同県から全国に対し，教職員の長期派遣要請（２８年度末まで）があり， 

６月６日から２名の教職員を派遣 

○派遣職員等 

【短期派遣】（前期）派遣期間：平成２８年５月１２日～５月２３日 

           派遣職員：スポーツ健康課 主幹（指導主事）金野
こ ん の

 智津
ち ず

 

                 配 置 校：上益城郡御船町立御船小学校 

スポーツ健康課 主任主査（指導主事）遠藤
えんどう

 貞
てい

悟
ご

 

                       配 置 校：上益城郡御船町立高木小学校 

               （後期）派遣期間：平成２８年５月２３日～６月５日 ※熊本県からの要請により派遣期間延長 

派遣職員：生涯学習課 主幹（社会教育主事）遠藤
えんどう

 安孝
やすたか

 

                       配 置 校：上益城郡御船町立高木小学校 

名取北高等学校 養護教諭 加藤
か と う

 尚子
しょうこ

 

                   配 置 校：上益城郡御船町立御船小学校 

【長期派遣】派遣期間：平成２８年６月６日～平成２９年３月３１日 

       （遠藤教諭は平成２８年１０月３１日まで） 

派遣職員：志津川町立志津川小学校 主幹教諭 仲松
なかまつ

 晃
こう

 

配 置 校：上益城郡御船町立滝尾小学校 

志津川町立志津川中学校 養護教諭 遠藤
えんどう

 幸
ゆき

 

配 置 校：上益城郡御船町立小坂小学校 

 ○活動内容 東日本大震災の経験を活かし，カウンセリング等による児童の心の 

ケアや学習支援，現地教員と連携した家庭及び避難所における巡回指導， 

教員へのアドバイス等に従事。      
（さらに宮城ならではの支援として，東日本大震災の経験を踏まえて作成した「みやぎ防災教育副読本」や仲間と協力して様々な課題を解決しながら，他人を信頼し思い

やる心を育てる体験学習法の考え方や手法を用いた「みやぎアドベンチャープログラム（ＭＡＰ）」を活用した授業等も，現地の学校で講評を頂いた。）                                                

（担当：総務課，教職員課） 

5/24 活動報告（金野主幹，遠藤主任主査） 

6/6 活動報告（遠藤主幹，加藤養護教諭） 

6/2 出発挨拶（仲松主幹教諭，遠藤養護教諭） 
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１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第２期宮城県教育振興基本計画策定に関する圏域別意見交換会を開催 

   

第２期宮城県教育振興基本計画の策定に当たり，地域の教育の現状や課題を把握するとともに，第２期計画素案について意

見交換を行うため,圏域別意見交換会を開催した。 

 【概 要】 

 ・石巻会場 

日 時 平成２８年６月４日（土）午前１０時～午後０時１０分   

  場 所 石巻合同庁舎 ５階大会議室 

 ・登米会場 

日 時 平成２８年６月４日（土）午後２時～午後４時２０分   

  場 所 登米合同庁舎 ５階大会議室 

 ・気仙沼会場 

日 時 平成２８年６月１１日（土）午後２時～午後４時１５分   

  場 所 気仙沼合同庁舎 ２階大会議室 

・仙台会場 

日 時 平成２８年６月１２日（日）午前１０時～午後０時５分   

  場 所 仙台合同庁舎 １０階 1001,1002 会議室 

 ・大河原会場 

日 時 平成２８年６月１２日（日）午後２時～午後４時２０分   

  場 所 大河原合同庁舎 ４階大会議室 

 

  内 容 ①第２期宮城県教育振興基本計画素案等の概要説明 

      ②意見発表及び意見交換 

 

  出席者 各会場 意見発表者（学校関係者，地域の団体の代表者等）６人 

          教育長（又は教育監，教育次長），関係課室長，教育事務所長 

          教育委員 

 

 次回以降の開催予定 平成２８年６月１９日（日）午前１０時～正午 大崎合同庁舎 

            平成２８年６月１９日（日）午後２時～午後４時 栗原合同庁舎 

                                          （担当：教育企画室） 

 












